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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第２四半期連結累計期間（平成26年４月１日～平成26年９月30日）におけるわが国の経済は、政府の経済政策

や金融政策等の効果により、緩やかな回復基調で推移いたしました。しかしながら、消費税増税の反動や天候不順

の影響による個人消費の伸び悩みや、急速な円安による輸入価格の上昇等、依然として先行き不透明な状況が続い

ております。 

 食品業界におきましては、原材料価格の高騰や消費税増税に伴う反動減などの影響がありましたが、輸入食品の

信頼性に対する不安や健康意識の高まりもあり、消費者の食の安心・安全に対する関心は再び高まりつつありま

す。 

 このような状況の中、当社の主たる販売先である産直型の生活協同組合及び宅配会社に対する主力の鶏肉及び冷

凍加工食品の販売が前年同期と比べ好調に推移し、売上高は増加いたしました。利益面につきましては、鶏肉及び

冷凍加工食品の売上増加や、鶏肉パック工場の生産性向上等の増益要因がありましたが、飼料を中心とする原材料

価格の高騰や、飼料価格安定基金及び卵価安定基金からの補填金収入（営業外収益で計上）が前期と比べて減少し

たことにより経常利益では微減となりました。 

 ※「飼料価格安定基金制度」とは、生産者と配合飼料会社と国の三者が基金に積み立てを行い、飼料高騰時に生産者へ補填を行うもの

です。 

 ※「卵価安定基金制度」とは、生産者と国が基金に積み立てを行い、卵価低迷時に生産者へ補填を行うものです。 

 なお、当社グループの売上は、鶏肉等の需要が秋から冬にかけて多くなるため、利益の大半が下半期に発生する

傾向があり、当期につきましてもその形で推移するものと見込んでおります。 

 以上の結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は、22億50百万円（前年同期比6.8％増）、営業損失は29百万

円（前年同期は50百万円の損失）、経常損失は33百万円（前年同期は31百万円の損失）、四半期純損失は42百万円

（前年同期は37百万円の純損失）となりました。 

 

セグメントの業績は次のとおりであります。 

 

（生産卸売事業） 

 主に産直型の生活協同組合及び宅配会社へ販売している鶏肉、冷凍加工食品、鶏卵、牛乳等で構成される生産卸

売事業につきましては、主力の鶏肉及び冷凍加工食品を中心に、販売が前年同期を上回ったため、売上高は増加い

たしました。利益面につきましては、飼料価格の高騰の影響があったものの、売上高の増加や、鶏肉パック工場の

生産性向上等により増益となりました。 

 この結果、生産卸売事業の売上高は、18億94百万円（前年同期比7.4％増）、営業利益は1億5百万円（前年同期

比41.2％増）となりました。 

 

（直販事業） 

 当社の食品を中心に会員宅に商品をお届けする直販事業につきましては、消費税増税に伴う需要の反動減等あり

ましたが、全国向けの宅配の会員数が首都圏を中心に伸長したことにより、売上高は増加いたしました。利益面に

つきましては、運賃やシステム開発費用等の販売費及び一般管理費の増加により前年並みとなりました。 

 この結果、直販事業の売上高は、3億55百万円（前年同期比3.3％増）、営業損失は0.6百万円（前年同期は0.2百

万円の利益）となりました。 

 

（２）財政状態に関する説明

 当第２四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べ、３百万円減少し、39億69百万円とな

りました。これは主に、現金及び預金が１億89百万円減少したことによるものであります。

 負債につきましては、前連結会計年度末に比べ48百万円増加し、26億97百万円となりました。これは主に短期借

入金が88百万円増加したことによるものであります。

 純資産につきましては、前連結会計年度末に比べ52百万円減少し、12億71百万円となりました。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

 平成27年３月期の業績予想につきましては、平成26年５月９日に公表いたしました業績予想に変更はありませ 

ん。
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２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

 該当事項はありません。

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

 該当事項はありません。

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

 該当事項はありません。

 

３．継続企業の前提に関する重要事象等

該当事項はありません。
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４．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成26年９月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 938,834 749,139 

受取手形及び売掛金 546,192 538,822 

有価証券 20,470 20,473 

商品及び製品 64,103 119,009 

仕掛品 195,106 198,288 

原材料及び貯蔵品 67,272 67,208 

繰延税金資産 18,126 17,432 

未収入金 171,962 164,216 

その他 29,607 27,289 

貸倒引当金 △1,170 △1,581 

流動資産合計 2,050,505 1,900,299 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 608,147 629,179 

機械装置及び運搬具（純額） 220,604 240,744 

土地 802,401 880,022 

建設仮勘定 30,293 56,517 

その他（純額） 101,784 94,238 

有形固定資産合計 1,763,231 1,900,703 

無形固定資産    

のれん 51,321 44,662 

その他 12,367 28,168 

無形固定資産合計 63,688 72,831 

投資その他の資産 95,258 95,237 

固定資産合計 1,922,179 2,068,771 

資産合計 3,972,685 3,969,070 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 403,882 439,713 

短期借入金 1,005,075 1,093,366 

リース債務 12,263 12,204 

未払法人税等 14,278 10,318 

賞与引当金 20,303 40,683 

その他 247,933 266,308 

流動負債合計 1,703,736 1,862,593 

固定負債    

長期借入金 626,482 526,310 

リース債務 32,225 30,986 
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    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成26年９月30日) 

繰延税金負債 21,828 22,862 

退職給付に係る負債 212,227 210,968 

役員退職慰労引当金 52,201 43,938 

固定負債合計 944,964 835,066 

負債合計 2,648,701 2,697,659 

純資産の部    

株主資本    

資本金 714,150 714,150 

資本剰余金 554,541 554,541 

利益剰余金 52,174 △2,523 

自己株式 △3,573 △4,381 

株主資本合計 1,317,292 1,261,786 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 6,691 9,624 

その他の包括利益累計額合計 6,691 9,624 

純資産合計 1,323,984 1,271,411 

負債純資産合計 3,972,685 3,969,070 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年９月30日) 

売上高 2,107,907 2,250,533 

売上原価 1,688,173 1,783,278 

売上総利益 419,734 467,255 

販売費及び一般管理費 469,934 496,752 

営業損失（△） △50,200 △29,497 

営業外収益    

受取利息 824 301 

受取配当金 753 789 

補填金収入 22,946 487 

その他 3,624 2,380 

営業外収益合計 28,148 3,958 

営業外費用    

支払利息 9,855 8,325 

その他 52 41 

営業外費用合計 9,907 8,367 

経常損失（△） △31,959 △33,906 

特別利益    

固定資産売却益 1,027 1,527 

受取保険金 480 － 

補助金収入 1,677 4,500 

特別利益合計 3,185 6,027 

特別損失    

固定資産売却損 370 290 

固定資産除却損 835 1,195 

固定資産圧縮損 1,677 4,500 

特別損失合計 2,883 5,985 

税金等調整前四半期純損失（△） △31,657 △33,864 

法人税、住民税及び事業税 7,914 8,338 

法人税等調整額 △2,393 △24 

法人税等合計 5,520 8,313 

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △37,178 △42,177 

四半期純損失（△） △37,178 △42,177 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年９月30日) 

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △37,178 △42,177 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 963 2,932 

その他の包括利益合計 963 2,932 

四半期包括利益 △36,214 △39,244 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 △36,214 △39,244 
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

 

    （単位：千円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前四半期純損失（△） △31,657 △33,864 

減価償却費 123,737 130,571 

のれん償却額 6,659 6,659 

貸倒引当金の増減額（△は減少） △95 419 

賞与引当金の増減額（△は減少） 20,377 20,379 

退職給付引当金の増減額（△は減少） 10,841 － 

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） － △1,258 

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △2,410 △8,263 

受取利息及び受取配当金 △1,577 △1,090 

支払利息 9,855 8,325 

有形固定資産売却損益（△は益） △657 △1,237 

有形固定資産除却損 835 1,195 

売上債権の増減額（△は増加） 925 7,369 

たな卸資産の増減額（△は増加） 15,542 △57,971 

未収入金の増減額（△は増加） △11,360 7,745 

仕入債務の増減額（△は減少） △23,277 35,831 

補助金収入 △1,677 △4,500 

固定資産圧縮損 1,677 4,500 

その他 △18,165 △13,485 

小計 99,571 101,325 

利息及び配当金の受取額 1,577 1,090 

利息の支払額 △10,218 △8,295 

補助金の受取額 1,677 4,500 

法人税等の支払額 △7,668 △9,028 

営業活動によるキャッシュ・フロー 84,939 89,592 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

有形固定資産の取得による支出 △106,915 △236,663 

有形固定資産の売却による収入 2,633 2,525 

有形固定資産の除却による支出 △49 － 

投資有価証券の売却及び償還による収入 50,000 － 

貸付けによる支出 △8,506 △1,440 

貸付金の回収による収入 3,934 5,253 

ソフトウエアの取得による支出 △441 △18,356 

差入保証金の回収による収入 110 － 

その他 △6,866 1,033 

投資活動によるキャッシュ・フロー △66,100 △247,647 
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    （単位：千円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年９月30日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

短期借入金の純増減額（△は減少） △130,000 100,000 

長期借入れによる収入 100,000 － 

長期借入金の返済による支出 △128,456 △111,881 

配当金の支払額 △12,322 △12,448 

自己株式の取得による支出 － △808 

その他 △7,385 △6,497 

財務活動によるキャッシュ・フロー △178,164 △31,635 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △159,325 △189,690 

現金及び現金同等物の期首残高 731,706 959,304 

現金及び現金同等物の四半期末残高 572,381 769,613 
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自平成25年４月１日 至平成25年９月30日）

 １．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      （単位：千円） 

  報告セグメント 
合計 

  生産卸売 直販 

売上高      

外部顧客への売上高 1,763,571 344,336 2,107,907 

セグメント間の内部売上高
又は振替高 

83,242 1,337 84,580 

計 1,846,814 345,673 2,192,487 

セグメント利益又は損失

（△） 
74,966 227 75,193 

 

 ２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

（差異調整に関する事項）

                             （単位：千円）

利益 金額

報告セグメント計 75,193

のれんの償却額 △6,659

全社費用（注） △118,734

四半期連結損益計算書の営業損失（△） △50,200

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費及び品質管理費用であります。

 

 ３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

  該当事項はありません。

 

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自平成26年４月１日 至平成26年９月30日）

 １．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      （単位：千円） 

  報告セグメント 
合計 

  生産卸売 直販 

売上高      

外部顧客への売上高 1,894,715 355,817 2,250,533 

セグメント間の内部売上高
又は振替高 

85,641 1,143 86,784 

計 1,980,357 356,960 2,337,318 

セグメント利益又は損失

（△） 
105,887 △668 105,218 
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 ２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

（差異調整に関する事項）

                             （単位：千円）

利益 金額

報告セグメント計 105,218

のれんの償却額 △6,659

全社費用（注） △128,057

四半期連結損益計算書の営業損失（△） △29,497

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費及び品質管理費用であります。

 

 ３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

  該当事項はありません。

 

 ４．報告セグメントの変更等に関する事項

 当社グループのセグメントは、従来「産直畜産事業」、「牛乳製造卸売事業」、「総合宅配事業」の３つの報告

セグメントと「その他」に区分しておりましたが、第１四半期連結会計期間より、「生産卸売事業」と「直販事

業」の２つの報告セグメントに変更しております。

 これは、中長期経営方針の策定にあたり、管理区分を見直し、これまで個別に管理していた「産直畜産事業」、

「牛乳製造卸売事業」、「その他」の事業を「生産卸売事業」として一体管理すること及びグループ全体としての

事業の位置づけをより適切に表示するため、「総合宅配事業」を「直販事業」に名称変更したことに伴うものであ

ります。

 なお、前第２四半期連結会計期間のセグメント情報については、変更後の区分方法により作成したものを記載し

ております。
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